
 

※なお，本校では，資質・能力を児童及び教諭間で共有するために，「思考力・判断力・表現力」を「かんがえ力」，「本質を

志向する価値観」を「するどい目」という名称を用いている。 

 

１ 単元観 

( 1 ) 学習指導要領に示された本単元にかかわる目標と内容 

 

(2) 教科の本質（数学的な考え方「表現の考え」）に着目した本単元と前後の単元のつながり 

※数学的な考え方の「表現の考え」は，片桐重男「算数教育学概論」(2012)を参考にした。 

 

(3) 本単元について 

本単元では，資料の平均や散らばりを調べ，統計的に考察したり表現したりすることができるようにす

ることが主なねらいである。 

資料の特徴を調べる方法として，代表値を比べる方法がある。代表値には，平均値，中央値，最頻値が

あるが，ここでは，最もよく用いられる平均値を学習する。平均値は集団のおよその様子を表すことがで

きるよさがあるが，散らばりを反映しづらいというマイナス面があることも学習する。さらに，散らばり

を表す表やヒストグラムの作成や読み取りをすることで，資料の見方や考え方の幅を広げ，統計的に考察

したり表現したりすることにより「かんがえ力」を伸ばすとともに，目的に応じて最も適切な情報を得よ

うとする「するどい目」を育てることのできる単元である。 
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単
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本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
「思考力・判断力・表現力」「本質を志向する価値観」 

 

あなたは大学の名監督!?迷監督!? 

駅伝チームの実力を分析しよう！（資料の調べ方） 

学習指導要領 ６年 内容 D 数量関係 

(４) 資料の平均や散らばりを調べ，統計的に考察したり表現したりすることができるようにする。 

 ア 資料の平均について知ること。 

 イ 度数分布を表す表やグラフについて知ること。 

○ 前単元 ５年「円グラフや帯グラフ」 

・資料について，全体と部分，部分と部分の関係について，割合を用いた表し方を考えることができ

る。 

○ 本単元 ６年「資料の調べ方」 

【本質的な問い】資料を統計的に考察するにはどうすればよいか。 
・資料の平均や散らばりを用いて集団の特徴を考えることができる。 

○ 次単元 中学１年「資料の散らばりと代表値」 

・問題を解決するために，ヒストグラムや代表値，相対度数などを用いて，資料の傾向を捉え説明す

ることができる。 



２ 児童観 

児童の実態を把握するために質問紙調査・レディネステストを行った。（児童 20名） 

質問紙調査内容・レディネステスト 
資質 

能力 
考 技 知 結果（人数） 

授業では，情報を比べたり（比較），仲間分けしたり（分類）関係を見

付けたり（関係付け）して何が分かるのかを考えています。 かんがえ

力 
  

 そう思う  
ややそう思う  
あまりそう思わない  
そう思わない  

振り返りをする時，「結局○○ってこういうことだな。」と単元の学びを全て結びつけ

て考えたり，総合の学習を通して「生きることってこういうことが大切なのかな。」

と考えたりしています。 

するどい

目 
  

 そう思う  
ややそう思う  
あまりそう思わない  
そう思わない  

１ 目盛りをとり，表題をかき，数値を棒グラフに表す方法を理解して

いる。 

 

   ◯ 

 

２ 時間の平均を求めることができる。（１の問題の平均を求める。）   ○   

３ 重さの平均から，個別の重さを割り振ることができる。 

 問題 じゃがいもが３つあります。それぞれの重さが，何ｇなら平均

が 100gになるでしょう。３パターン以上見付けましょう。 

 

 ◯   

 

アンケートの結果から，（以下省略）。 

レディネステストの結果から，（以下省略）。 



３ 指導観 

指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

(1)自分事の問いの追究（主体的な学びの視点） 

児童の学びを自分事にさせるために，駅伝のチーム力を分析することを目的とする文脈を設定した。地域

でも駅伝大会が開催されたり，年始の箱根駅伝に関わるニュースも流れたりするなど児童にとって身近な題

材である。また，展開をゲーム性のあるものにする。このような単元展開を取り入れることで，児童は学び

を自分事ととらえて追究できると考える。 

(2)学び合い（対話的な学びの視点） 

資料の代表値である平均を求める際にペアで分担して後で伝える場面を設定するなど，課題解決に向けて

活動を分担することで学び合う必然が生まれるようにする。全体で押さえたい内容などは，ペア学習を取り

入れ，自分のノートを指差しながら説明し合うなどの再話活動を取り入れる。 

(3)深い学びを分かりやすく（深い学びの視点） 

既習である平均の意味を再確認した上で，資料を「表現の考え」を使ってとらえることに重点を置きたい。

そのために，データを表やグラフなどに表し方を変換させる。また，中学校数学科との連携を考え，用語と

しては指導しないが平均値と中央値の違いを経験するパフォーマンス課題を設定した。さらに，表やグラフ

などに表す際に，どういった区切りをすると傾向をつかみやすいか考えさせる工夫をし，自分で資料をどう

表現するか考える場を設定する。 

 

４ 本単元で設定した目標 

観点 目 標 
【資質・能力】かんがえ力 

（思考力・判断力・表現力） 
・資料の平均や散らばりを用いて集団の特徴を考えることができる。【表現の考え】 

【資質・能力】するどい目 

（本質を志向する価値観） 

・集団の特徴を表す値として平均を用いるよさに気付き，身の回りにある事柄について統計的

に考えようとする。 

算数への関心・意欲・態度 
・集団の特徴を表す値として平均を用いるよさに気付き，身の回りにある事柄について統計的

に考えようとする。 

数学的な考え方 ・資料の平均や散らばりを用いて集団の特徴を考えることができる。 

数量や図形についての

技能 

・資料の平均や散らばりを調べ，数直線やグラフなどに表現したり，数直線やグラフなどを読

み取ったりすることができる。 

・集団の特徴を表す値として平均を用いることができる。 

数量や図形についての

知識・理解 

・資料の代表値として平均があることについて理解し，平均が同じでも，資料の散らばりによ

り資料の特徴が異なる場合があることを理解する。 

・度数分布を表す表やグラフは，資料全体の分布の様子や特徴を分かりやすくするために用い

ることを理解する。 

５ 本単元で設定した評価規準 

観点 評 価 規 準 
【資質・能力】かんがえ力 

（思考力・判断力・表現力） 
・資料の平均や散らばりを用いて集団の特徴を考えている。【表現の考え】 

【資質・能力】するどい目 

（本質を志向する価値観） 

・集団の特徴を表す値として平均を用いるよさに気付き，身の回りにある事柄について統計的

に考えようとしている。 

算数への 

関心・意欲・態度 

・集団の特徴を表す値として平均を用いるよさに気付き，身の回りにある事柄について統計的

に考えようとしている。 

数学的な考え方 ・資料の平均や散らばりを用いて集団の特徴を考えている。 

数量や図形についての

技能 

・資料の平均や散らばりを調べ，数直線やグラフなどに表現したり，数直線やグラフなどを読

み取ったりすることができている。 

・集団の特徴を表す値として平均を用いることができている。 

数量や図形についての

知識・理解 

・資料の代表値として平均があることについて理解し，平均が同じでも，資料の散らばりによ

り資料の特徴が異なる場合があることを理解している。 

・度数分布を表す表やグラフは，資料全体の分布の様子や特徴を分かりやすくするために用い

ることを理解している。 



６ 指導と評価の計画（全７時間） 

時 ○学習活動・◆内容 
評   価 

資 関 考 技 知 評価規準（評価方法） 

１ 

○この前のマラソン大会で先生がペースメーカー
をしましたね。ペースメーカーは，選手によい
記録を出させることが仕事です。大学生は，箱
根の予選会でほぼ 1km を３分のペースで走り
ます。ここに飯干大学，久長大学，藤井最強大
学の陸上部の部員の記録が書かれたカードの入
った封筒があります。 
この中からそれぞれ３枚ずつカードを見ずに

選び，合計タイムが，９分(平均 180秒)に近い
ほうが勝ちです。 

◆集団の平均について理解する。 

◆平均が同じでもデータにはばらつきの大小があ
りうることに気づく。 

◎  ◎ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
◎ 

 
 
 
 
 
 

かんがえ力 
・平均が同じでもデータには散らばり

の大小がありうることに気づいてい
る。（ノート） 

・集団の特徴を表す値として平均を用
いることができている。（ノート） 

２ 

○箱根駅伝予選会の記録から，順位を当てよう。 

◆データの散らばりを度数分布表に表し，傾向を
つかむ。 

   ◎  ・資料の平均や散らばりを調べ，度数

分布表に表現したり読み取ったり

することができている。（ノート） 

３ 

 

○箱根駅伝予選会の記録を柱状グラフに表し柱状
グラフを比較してみよう。 

◆度数分布表をもとにした柱状グラフのかき方を
知り，それをかくことができる。 

◆度数分布表や柱状グラフから，ランニングタイ
ムの分布を比較し，散らばりの特徴を知る。 

 

   ◎  
 
 
◎ 

・資料の平均や散らばりを調べ，柱状
グラフに表現したり，読み取ったり
することができている。（ノート） 

・度数分布を表すグラフは，資料全体
の分布の様子や特徴を分かりやす
くするために用いることを理解し
ている。（ノート） 

４ 

○箱根駅伝予選会の記録のグラフを細かく比較し
てみよう。 

◆区間の区切りを変えた柱状グラフを比較し，そ
の違いを読み取ることができる。 

   ◎  ・資料の平均や散らばりを調べ，柱状
グラフに表現したり，読み取ったり
することができている。（ノート） 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

【パフォーマンス課題】 

◯三和大学の監督のあなたは，頑張って走った選
手 20名全員に，ごほうびとしてスポーツ飲料を
配ることにしました。さらに，平均タイムより
少しでも速かった人だけ，スポーツ飲料と一緒
に「あめ」もプレゼントとして配ることにしま
した。三和大学の選手は，半数くらいは「あめ」
がもらえると思っていましたが，結果を見て不
満を抱きました。どうして選手たちは不満をい
だいたのでしょう。各選手のタイムを見て，平
均という言葉を使って説明してください。 

◆データのちらばりと平均の関係をとらえ説明す
る。 

◯人口分布のグラフを見てみよう。君たちが大人
になって働いている30年後の人口分布はどのよ
うになっているか予想してみよう。予想した人
口ピラミッドをかいて，そこからわかることを
もとに，未来の社会の姿を予想し，算数新聞に
まとめよう。 

◆グラフには分かりやすいように工夫されたもの

◎ 
 
 
 
◎ 

◎ 
 
 
 
 

 
 
 
 
◎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 

  
 
 
 
 
 
 
◎ 

するどい目 
・集団の特徴を表す値として平均を用

いるよさに気付き，統計的に考えよ
うとしている。（ノート） 

かんがえ力 
・資料の平均や散らばりを用いて集団

の特徴を考えている。（ノート） 
・平均が同じでも，資料の散らばりに

よって資料の特徴が異なる場合が
あることを理解している。（ノー
ト・振り返り） 

 
 
 
 
 
かんがえ力 
・資料をもとに，集団の特徴や今後の

変化を考えることができている。
（算数新聞） 

 
 

６ 



があることを知る。  
 
 

７ 

◯これまでの学びを振り返ろう。 

◆評価問題に取り組む。 

◆結果を自己評価するとともに，間違った問題を
解き直したり，自分の課題を克服するための計
画を立てたりする。 

◎  ◎  
 
 
 
 
◎ 
 
 
◎ 
 
◎ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎ 
 
◎ 
 
 
◎ 

かんがえ力（表現の考え） 
・集団の特徴を表す値として平均を用

いるよさに気付き，身の回りにある
事柄について統計的に考えようと
している。(テスト) 

・資料の平均や散らばりを調べ，数直
線やグラフなどに表現することが
できる。(テスト) 

・集団の特徴を表す値として平均を用
いることができる。(テスト) 

・度数分布を表す表やグラフをかいた
り読み取ったりすることができる。
(テスト) 

・資料の平均について理解している。
(テスト) 

・平均が同じでも，資料の散らばりに
よって資料の特徴が異なる場合が
あることを理解している。(テスト) 

・度数分布を表す表やグラフは，資料
全体の分布の様子や特徴を分かり
やすくするために用いることを理
解している。(テスト) 

 

パフォーマンス課題 

三和大学の監督のあなたは，頑張って走った選手 20 名全員に，ごほうびとしてス
ポーツ飲料を配ることにしました。さらに，平均タイムより少しでも速かった人だ
け，スポーツ飲料と一緒に「あめ」もプレゼントとして配ることにしました。三和
大学の選手は，半数くらいは「あめ」がもらえると思っていましたが，結果を見て
不満を抱きました。どうして選手たちは不満をいだいたのでしょう。各選手のタイ
ムを見て，平均という言葉を使って説明してください。なお，平均の数値は，小数を

処理して整数に直して使ってください。 

 

 

パフォーマンスの評価基準（ルーブリック） 

 S A B C 

評

価

基

準 

平均値を求め，平均より少な

い記録になっている選手の

数が多いのは，飛び抜けてよ

い記録を出した人物がおり，

全体の平均値を下げている

ことを理由に説明している。 

平均値を求め，平均より少な

い記録になっている選手の

数が多いことを説明してい

る。 

平均値を求めているが，小

数以下の処理を誤り，切り

上げていることであめをも

らえる選手の数を間違えて

いる。 

平均値を求めているが，平均

より少ない記録になってい

る選手の数が多いことを説

明できていない。 

反

応

例 

全体の平均値は 174.95 秒

で，切り捨てて約 174 秒で

す。平均値より速い選手は２

名しかいません。だから残り

の 18 名は不満を言っている

のだと思います。不平のわけ

は，２名が平均を速くしてい

るので，少しの頑張りでは達

成できないからです。 

全体の平均値は 174.95 秒

で，切り捨てて約 174 秒で

す。平均値より速い選手は２

名しかいないので残りの 18

名は不満を言っているのだ

と思います。 

全体の平均は 174.95 秒で

四捨五入すると 175 秒で

す。175 秒より速い選手は

５名しかいないので残りの

15 名は不満を言っている

のだと思います。 

全体の平均値は 174.95 秒で

す。だから，不満なんだと思

います。 



７ 本時の展開（１時間目／７時間） 

（１）本時の目標 

・集団の特徴を表す値として平均を用いることができる。 

・平均が同じでもデータにはばらつきの大小がありうることに気づく。 

（２）準備物 封筒３個 選手の記録が書かれたカード 電卓 

（３）学習の展開 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
つかむ 
８分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
さぐる 
５分 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
さぐる 
12 分 
 
 
 
 
 
４ 
ねりあう 

Ｔ：この前のマラソン大会で先生がペース
メーカーをしましたね。ペースメーカー
は，選手によい記録を出させることが仕
事です。今日はペースメーカーを選んで
もらいます。大学生は，箱根の予選会で
１kmをおよそ３分のペースで走ります。
ここに飯干大学，久長大学，藤井最強大
学の陸上部の部員の記録が書かれたカ
ードの入った封筒があります。 
この中からそれぞれ３枚ずつカード

を見ずに選び３人の合計タイムが，合わ
せて９分(平均 180秒)に近いほうが勝ち
です。 

Ｔ：先生が毎回勝ちだね。君たちは運が弱
いからなんだろうな。もう１回勝負す
る？ 

Ｃ：そりゃ藤井最強大学は，きっと速い人
ばかりだから 180 秒から離れるんだ
よ。 

Ｃ：ずるい！先生の方の封筒でやりたい。 
Ｃ：先生がゲームに勝てるように何か裏技

をしているはず。 
Ｃ：平均が飯干大学は 180秒になっている

んじゃないかな。 
Ｔ：それではそれぞれの平均を求めてみま

しょう。 
Ｃ：藤井最強大学は平均が 180秒よりかな

り離れているから損だね。でも久長大
学と飯干大学の平均は同じになって
いるのに，どうして先生がいつも勝つ
のだろう。 

 
 
 
 
Ｔ：では今日の課題は何ですか。 
 
 
 

 
Ｔ：それでは，数直線に点を打って飯干大

学と久長大学を比べてみましょう。先
生がいつも勝つ理由が分かるかな？ 

 
Ｔ：それでは，飯干大学がいつも勝つ理由

を説明しましょう。 

・単元全体のパフォーマンス課題につい
ては，朝の会などで伝えておく。 

・箱根駅伝の各監督や強豪校などを掲示
して関心を高めておく。 

・封筒を３つ用意しておき，飯干大学の
集団と久長大学の集団と藤井最強大
学の集団に分けておく。教師は飯干大
学から，児童は久長大学か藤井最強大
学から無作為に３名のタイムを選出
し，合計が９分（180 秒）に近いほう
が勝ちというルールを説明する。 

・飯干大学の集団は散らばりが小さく，
平均値に近く設定してあり，久長大学
の集団は散らばりが大きく，平均値か
ら遠く数値が設定してある。藤井最強
大学は，平均値が 180秒より速い設定
になっている。 

・勝負を繰り返し，毎回教師が勝つこと
から，何かしかけがあるのではないか
と考えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・児童から平均の考えが出ない場合には

こちらから提示して，平均を求めさせ
る。その際，グループで協力して飯干
大学・久長大学・藤井最強大学を分担
させる。２人で１大学を担当し，必ず
計算結果をダブルチェックさせる。 

・資料の特徴を表すのに平均がよく使わ
れることを説明する。 

☆必要に応じて電卓を使用させる。 
☆平均の出し方を想起させる。 
 
・飯干大学がいつも勝つ理由が分かれば

B，説明できたら A であると評価を告
げる。 

 
・数直線を書いた紙を配布する。 
・「・」で記録を表すことを伝えるため
に，いくらか例示する。早く出来た人
から説明をノートに書かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技能 
A：集団の特徴を
表す値として
平均を用いる
際に工夫して
計算すること
が で き て い
る。（ノート） 

Ｂ：集団の特徴
を表す値とし
て平均を用い
ることができ
ている。（ノー
ト） 

 
 
数学的な考え方 
かんがえ力 
A：平均が同じで
もデータには
散らばりの大

集団の特徴を調べるには，どうすれば

よいだろう。 



（４）板書計画 

 

 

12 分 
 
 
 
 
 
 
５ 
まとめる 
3 分 
６ 
ふりかえる 
５分 

Ｃ：飯干大学は，真ん中あたりに多いから
です。 

Ｃ：飯干大学の学生は，みんな，180 秒あ
たりにいるけど，久長大学は速い人や
遅い人がいるから，散らばりが大きく
て，ぴったり 180 秒になりにくいから
だと思います。 

 
 
 
Ｔ：今日，先生の裏技を見事に見破ってす

ごいなと思いました。さらにその裏技
が平均では見えなくて，記録の散らば
りにあることに気づいて説明してい
た人や説明しようとしていた人が「か
んがえ力」があるなぁと思いました。 

Ｃ：今日は，先生がいつも勝つ理由を調べ
ました。ぼくは数直線に表したら見え
やすくなるなと思いました。平均にだ
まされずに散らばりに目をむけたい
です。 

 

・さぐる段階で児童実態を把握してお
き，左に示すような「真ん中あたり」
など表現として不十分なものから提
示し，その意味を洗練させていく方向
で話し合わせる。 

・散らばりという用語を教える。 
 
 
 
 
 
・目標に照らして評価する。 
 

小がありうる
ことに気づき，
そのことが原
因で飯干大学
がゲームにい
つも勝ってい
ることを説明
している。（ノ
ート） 

Ｂ：平均が同じで

もデータには

散らばりの大

小がありうる

ことに気づい

ている。（ノー

ト） 

 
 
 

駅伝チームの実力を分析しよう！（資料の調べ方） 

課題 

 

 

３人選んで合計タイムが９分(540秒)に近い方が勝ち 

飯干大学  久長大学  藤井最強大学 

 

 

 

 

◯それぞれの平均は？ 

平均 180秒    180秒    150秒 

集団の特徴を調べるには，平均だけではなく，散らばりを調べるとよく分かる。 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

久長大学…ばらばら 

 

あれ？いつ

も先生の勝

ちだ！ 

最強すぎて

速すぎるか

ら不利だ 

やっぱり不

利だ！ 

一緒なのに

なぜ!? 

ほとんど 180 秒あたり

の選手ばかり 

速い人や遅い人に分か

れていて，ばらばら 

180 秒に近い人がいな

い。 

集団の特徴を調べるには， 

        どうすればよいだろう。 

集団の特徴を調べるには，平均だけではな

く，散らばりを調べるとよく分かる。 



７ 本時の展開（２時間目／７時間） 

（１）本時の目標 

・資料の平均や散らばりを調べ，度数分布表に表現したり，読み取ったりすることができる。 

（２）準備物 箱根駅伝予選会エントリー記録  

（３）学習の展開 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
つかむ 
15 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
さぐる 
８分 
 
 
 
３ 
ねりあう 
10 分 
 

Ｔ：この間，箱根駅伝予選会が開かれまし
た。箱根駅伝の予選会ベスト４は，明治
大学，大東文化大学，創価大学，法政大
学でした。さて，１位～４位までの順位
を当ててください。 

Ｃ：記録が分かればできそう。 
Ｃ：記録を見ても，比べるのが大変だ。 
Ｃ：どうやって比べたらいいだろう。 
Ｔ：そのまま比べるのは難しいですね。ど

うやって比べましょうか。 
Ｃ：記録の順に並べたらいいと思います。 
Ｃ：表にまとめたらいいと思います。 
Ｃ：グラフでもいいと思います。 
Ｔ：それでは今日は表にまとめ，明日グラ

フにチャレンジしてみましょう。表を
実際に作っていきましょう。教科書に
も表にまとめているページがありま
す。それを参考にしてください。困っ
たことが見つかったら教えてくださ
い。 

Ｃ：何秒ごとに区切ればいいか分かりませ
ん。 

 
 
 

 
Ｔ：区切りをどのようにすれば集団の特徴

をとらえられて，順位を予想できるで
しょう。 

Ｃ：５分ごとがいいと思います。切りが良
いからです。 

Ｃ：１分ごとがいいと思います。そうすれ
ばまとまるからです。 

Ｃ：20秒ごとがいいと思います。５分だっ
たら，全員同じグループに入って特徴
がわからないし，１分でも，３グルー
プくらいしかできなくて，特徴がつか
みにくいからです。 

Ｔ：では 20 秒ごとで区切っていってみま
しょう。チームが４つあるので，考え
たいチームを１つきめてください。早
く出来た人は２チーム目にいってく
ださい。 

Ｔ：それでは，結果を発表しましょう。 
Ｃ：創価大学は 28 分 40 秒以上 29 分未満

が０人で…。（結果を確認する） 
Ｃ：明治大学は…。（結果を確認する） 

・箱根駅伝予選会の掲示を事前にしてお
き，イメージをもたせておく。 

・結果を知っている児童がいる場合は内
緒にしておくように言う。 

 
・予選会前に提出されている 10000m の
記録を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
・教科書を見て，表をイメージさせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・区切りをどのように分けると，特徴が
表れやすいか考えさせるために，児童
が挙げる区切りでいくつ区間ができ
るか考えさせる。 

☆最大値と最小値に目をつけさせ，極端
に区間が少なくなるようなグループ
分けではなく，教科書のように７つ程
度のグループに分けるにはどうした
らよいか考えさせる。 

・「以上」と「以下」と「未満」の用語
を確認する。 

 
 
 
 
 
 
・児童は相対的に遅いタイムの学生を遅

いととらえる可能性がある。一番時間
がかかっている学生でも 50ｍを 10 秒
より速いタイムで10kmを走っている
ことを説明する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集団の特徴が分かりやすいように表に

まとめるにはどうしたらよいだろう。 



（４）板書計画 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
まとめる 
3分 
 
６ 
練習 
５分 
 
 
 
 
 
７ 
ふりかえる 
４分 

Ｃ：大東文化大学は…。（結果を確認する） 
Ｃ：創価大学は…。（結果を確認する） 
Ｔ：結果をもとに順位を予想してみましょ

う。 
Ｃ：創価大学は速い人もいるけど，遅い人

もいます。だから中間くらいかな？ 

Ｃ：法政大学は 29分 40秒より速い人があ

まりいないね。 

Ｃ：大東文化大学と明治大学は一人ひとり

を対応させると少し明治大学の方が速

そう！ 

 
 
 

 
Ｔ：それでは，教科書にあるソフトボール

投げの練習問題をやってみましょう。 
Ｃ：６年２組は，散らばりが少ないけど６

年３組ほど遠くまで投げる人もいま
せん。 

Ｃ：６年３組は，散らばりが大きいけど，
よく投げる人が６年２組より多いで
す。 

Ｔ：振り返りを書きましょう。 
Ｃ：今日は，箱根駅伝予選会の順位を 10km

の記録から考えました。ぼくは区切り
方を変えると，順位が予想しやすくな
ると思いました。 

 
・個別のデータを対応させて見るように

促したり29分 40秒より速い人などの
ように区間の区切り方を変えて考え
させたりしながら，分析させる。 

・分析結果から予想される順位をノート
に書かせる。 

・順位を発表する。順位は大東文化大学，
明治大学，創価大学，法政大学の順で
ある。 

・データからは明治大学の方が僅差で大
東文化大学より速い。実際は明治が負
けるのだが，その差は 10 秒であった
ことを告げる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技能 
A：資料の平均や
散らばりを調
べ，度数分布
表に表現した
り読み取った
りして集団の
特徴を説明す
ることができ
ている。 

B:資料の平均や
散らばりを調
べ，度数分布
表に表現した
り読み取った
りすることが
できている。
（ノート） 

集団の特徴が分かりやすいように表に

まとめるには区間の区切りを調整して

分析するとよい。 

駅伝チームの実力を分析しよう！（資料の調べ方） 

課題 

 

 

法政大 明治大 大東文化大 創価大 

時間 人数（人） 

28’40’’以上～29’00’’未満 

29’00’’ ～ 29’20’’ 

29’20’’ ～ 29’40’’ 

29’40’’ ～ 30’00’’ 

30’00’’ ～ 30’20’’ 

30’20’’ ～ 30’40’’ 

30’40’’ ～ 31’00’’ 

31’00’’ ～ 31’20’’ 

31’20’’ ～ 31’40’’ 

０ 

１ 

２ 

２ 

３ 

５ 

０ 

０ 

１ 

０ 

３ 

５ 

４ 

１ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

７ 

４ 

１ 

０ 

１ 

０ 

０ 

２ 

０ 

１ 

３ 

３ 

２ 

１ 

０ 

１ 

         

 

 

まとめ 

 

 

集団の特徴が分かりやすいように表に

まとめるにはどうしたらよいだろう。 

創価大学は速い人もいるけ

ど，遅い人もいるな。 

法政大学はあまり速い人がい

ないね。 

大東文化大学と明治大学は少

し明治大学の方が速そう！ 

大東文化大学と

明治大学は実際

も 10 秒差！ ５分ずつだ

ったら？区

間が１個！ 

１分ずつだ

ったら？区

間が４個！ 

20 秒ずつだった

ら？区間が９個！ 

集団の特徴を表に表すには，区間の区

切りを調整して分析すればよい。 



７ 本時の展開（３時間目／７時間） 

（１）本時の目標 

・資料の平均や散らばりを調べ，柱状グラフに表現したり，読み取ったりすることができる。 

・柱状グラフは，資料全体の分布の様子や特徴を分かりやすくするために用いることを理解することが

できる。 

（２）準備物 クリアシート 

（３）学習の展開 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
つかむ 
３分 
 
２ 
練習 
8分 
 
 
３ 
さぐる 
４分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
さぐる 
８分 
 
 
 
 
３ 
ねりあう 
10 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ：今日は予選会のエントリー記録をグラ
フに表すことをやってみましょう。教科
書にあるグラフを見てください。このよ
うなグラフを柱状グラフといいます。 

Ｔ：教科書の問題に挑戦してみましょう。 
 
 
 

 
Ｔ：柱状グラフのかきかたがわかりました

ね。今日は柱状グラフを使って大学の
記録を比較していきますが，どこを比
べるといいでしょう。 

Ｃ：１番人数が多い区間を探します。 
Ｃ：１番速かったり遅かったりする区間に

人数が多いのはどの大学かを比べま
す。 

Ｃ：それぞれの記録の範囲がどこからどこ
まであるかを調べます。 

Ｔ：箱根駅伝の予選会のエントリー記録を
同じ視点で分析してみましょう。 

Ｃ：法政大学の１番多い区間は 30分 20秒
以上 40 秒未満です。範囲は 29分以上
31分 40秒未満です。 

Ｃ：明治大学の１番多い区間は 29分 20秒
以上 40 秒未満です。範囲は 29分以上
30分 40秒未満です。 

Ｃ：大東文化大学の１番多い区間は 29 分
20秒以上 40秒未満です。範囲は 29分
以上 31 分未満です。 

Ｃ：創価大学の１番多い区間は 29分 40秒
以上 30分未満と 30分以上 30分 20秒
未満です。範囲は 28 分 40 秒以上 31
分 40秒未満です。 

Ｔ：教科書では，６年生が５年生だった時
の記録を重ねたものを作っています。
どんなことがいえますか。 

Ｃ：６年と５年の柱状グラフは，どちらも
山のような形をしています。 

Ｃ：６年の柱状グラフは，５年の柱状グラ
フをだいたい右へ１つの区間分動か
した形になっていることが分かりま
す。 

Ｃ：学年が上がるとだいたい右へ１つ区間
が移動していますが，５年生の時，10

・棒グラフとの違いを考えさせ，棒どう
しがくっついていること，横軸が区間
になっていることを確認する。 

 
・柱状グラフのかき方を確認して取り組

ませる。 
・早く終わった児童には練習問題に取り

組ませる。 
☆教科書問題をさせる際に机間指導を
し，柱状グラフが棒グラフになってい
ないか，データの個数を確実に表して
いるか確認する。 

・１番多い区間を最頻値と言い，中学校
でも学ぶことを伝える。 

・観点として最頻値を見る視点，資料全
体の広がる範囲を見る視点が出なか
った場合は，教科書を参考にさせ，視
点に気づかせる。 

 
 
 
 
・区切りをどのように分けると，特徴が
表れやすいか考えさせるために，児童
が挙げる区切りでいくつ区間ができ
るか考えさせる。 

☆最大値と最小値に目をつけさせ，極端
に区間が少なくなるようなグループ
分けではなく，教科書のように７つ程
度のグループに分けるにはどうした
らよいか考えさせる。 

・「以上」と「以下」と「未満」の用語
を確認する。 

 
 
・クリアシートに柱状グラフをかき，重
ねて比較できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技能 
A：資料の平均や
散らばりを調
べ，柱状グラ
フに表現した
り，読み取っ
たりすること
ができ，観点
で資料どうし
を比較してい
る。 

B：資料の平均や
散らばりを調
べ，柱状グラ
フに表現した
り，読み取っ
たりすること
が で き て い
る。（ノート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柱状グラフの何に着目して調べればよ

いだろう。 



（４）板書計画 

 

 
 
 
 
 
 
 
５ 
まとめる 
3分 
 
 
６ 
練習 
５分 
 
 
 
 
 
７ 
ふりかえる 
４分 

ｍ以上 15ｍ未満が４人いるけど，６年
生のときには 15ｍ以上が３人に減っ
ていて 20ｍ以上 25ｍ未満の人が増え
ています。だから，10ｍ以上 15ｍ未満
だった人が頑張ったのかもしれませ
ん。 

Ｔ：今日のまとめをしましょう。 
 
 
 
 

 
 
Ｔ：先生が明治大学と大東文化大学の柱状
グラフを重ねてかいたものを作りまし
た。どんなことがいえるかノートに書き
ましょう。 

Ｃ：明治大学と大東文化大学の 29分 40秒
未満の人数は一緒です。 

Ｃ：どちらも大きな山が 1つある形になっ
ています。 

Ｔ：振り返りを書きましょう。 
Ｃ：今日は，柱状グラフに表して比べるこ

とをしました。重ねて比べると分かり
やすかったです。ソフトボール投げの
問題で 1番記録が伸びていた人を見付
けていた人が「するどい目」だなと思
いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆教科書の問題の経験を想起させ，どう
いった観点で読み取ったかを確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
知識・理解 
A：度数分布を表
すグラフは，
資料全体の分
布の様子や特
徴を分かりや
すくするため
に用いること
を理解し，さ
らに特徴を読
み 取 っ て い
る。 

B：度数分布を表
すグラフは，
資料全体の分
布の様子や特
徴を分かりや
すくするため
に用いること
を理解してい
る。（振り返
り） 

柱状グラフを分析するには，最ひん値

や，範囲を調べたり，柱状グラフを重

ねて比べたりするとよい。 

駅伝チームの実力を分析しよう！（資料の調べ方） 

課題 

 

 

法政大  明治大  大東文化大  創価大 

１番多い区間 30’20” 29’20” 29’20” 29’40 

（最ひん値）  ～    ～     ～       ～    

             30’40” 29’40” 29’40”30’00” 

 

           29’00” 29’00”29’00” 28’40” 

範 囲    ～    ～     ～       ～    

           31’40” 30’40”31’00” 31’40” 

まとめ 

 
 
 
◯どちらも山のような形 
◯６年の柱状グラフは，
５年の柱状グラフを右
へ１つの区間分動かし
た形 

◯５年のとき 10m 以上
15m 未満だった人が成
長！？ 

 

柱状グラフの何に着目して調べればよ

いだろう。 

 

どちらも散らばり方が大きな

山のような形 

柱状グラフを分析するには，最ひん値

や，範囲を調べたり，柱状グラフを重

ねて比べたりするとよい。 

 



７ 本時の展開（４時間目／７時間） 

（１）本時の目標 

・資料の平均や散らばりを調べ，柱状グラフに表現したり，読み取ったりすることができる 

（２）準備物 ヒストグラムが使える表計算ソフトの入ったパソコン 広島東洋カープの各選手の打点データ  

各大学選手の 10000mタイムデータ 

（３）学習の展開 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
つかむ 
15 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
まとめる 
５分 
 
３ 
練習 
20 分 
 
 
 
 

Ｔ：大東文化大学の記録の区間のとり方を
変えるとどんな柱状グラフになるでし
ょう。見てください。この柱状グラフの
区間は 33秒ごとです。次が 14秒ごとで
す。 

Ｃ：33秒ごとに区切ると速い人が多いよう
に見える。 

Ｃ：14秒ごとに区切ると，速いと思ってい
た人の中でも 1人速い人がいて，２番目
くらいの人が多いことが分かります。 

Ｔ：今日の課題は何にしたらいいですか。 
 
 

 
Ｔ：それでは色々に区切り方を変えてみま

しょう。広島東洋カープの各選手の打
点の記録を持ってきました。カープの
打点について知っている人？ 

Ｃ：新井選手や鈴木選手，丸選手がよく点
をとったし，みんなよく打つから，チ
ーム打点がセ・リーグ，パ・リーグ合
わせても１位です。 

Ｔ：では 50点ごとで区切ってみましょう。
どうですか。 

Ｃ：０点以上 50 点未満の選手がすごく多
いです。 

Ｃ：打点１位のはずなのに…。 
Ｔ：それでは，15点で区切ってみましょう。 
Ｃ：15点で区切っても，点を取っていない

人が多いよ。 
Ｃ：点を沢山取っている３名は新井，鈴木，

丸選手です。 
Ｃ：控えやピッチャーは点をあまり取らな

いから点を取っていないように見え
るだけです。 

Ｔ：今日のまとめをしましょう。 
 
 
 

 
Ｔ：それでは，教科書の練習問題をやって

みましょう。３ｍと 10ｍで区切ってで
きたグラフを見て気づいたことをノ
ートに書きましょう。 

Ｃ：３ｍ区切りだとでこぼこなグラフにな
っていますが，10ｍで区切ると平均の

・ヒストグラムが使える表計算ソフトを
使い，区間の区切りを色々に変えて示
す。 

・個人作業ではなく全員で確認しなが
ら，区間の区切りによってデータの見
え方が変わってくることを確認する。 

・児童は相対的に遅いタイムの学生を遅
いととらえる可能性がある。１番時間
がかかっている学生でも 50ｍを 10 秒
より速いタイムで10kmを走っている
ことを説明する。 

 
 
 
 
・野球についてよく知っている児童に説

明させる。 
・他に児童のソフトボール投げや反復横

跳びなどのデータを示し，区間の分け
方による柱状グラフの形の変化に着
目させる。ただし，体育が苦手な児童
もいるので記録等は配らない配慮を
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ソフトボール投げの区間を３ｍと 10
ｍごとに区切らせる。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
技能 
A：資料の平均や
散らばりを調
べ，柱状グラ
フに表現した
り，読み取っ
て区間を調整
することによ
る表現の効果
を考えたりす
ることができ
ている。 

B:資料の平均や
散らばりを調

柱状グラフの区間の区切り方を変える

と，区間の人数がよりはっきりと分か

るようになり，特徴がより見えてくる。 

柱状グラフの区間の区切り方を変える

とどうなるだろう。 

 



（４）板書計画 

 

 
 
 
 
 
 
４ 
ふりかえる 
５分 

26ｍあたりに一番人数がいるように
見えます。 

Ｃ：１組も２組も平均は同じで，10ｍごと
に区切るとほとんど同じ形をしてい
るのに３ｍごとで区切ると２組のほ
うが区間の範囲が狭くてまとまって
います。 

Ｔ：振り返りを書きましょう。 
Ｃ：今日は，色々な記録を柱状グラフで区

間を変えながら表しました。区間の区切

り方で，区間の人数がよりはっきりと分

かるようになり，特徴がより見えてくる

と思いました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べ，柱状グラ
フに表現した
り，読み取っ
たりすること
が で き て い
る。（ノート） 

 
 
 
 

駅伝チームの実力を分析しよう！（資料の調べ方） 

課題 

 

 

大東文化大学の記録               カープの選手の打点 

 33秒ごと         14秒ごと      50点ごと        15点ごと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 柱状グラフの区間の区切り方を変える

とどうなるだろう。 

速い人が多くて，

遅い人が少ない

な。 

飛び抜けて速い人がい

るわけではないな。１人

タイムが遅いな。 

新井や鈴木，丸選手

は点を取っている

けど，ピッチャーや

控え選手は取って

いないからか！ 

柱状グラフの区間の区切り方を変える

と，受ける印象が変わる。 

 

あれ？あまり点を

取っていない人が

多い？セ・パで 1

番打点があるはず

なのに・・・。 



７ 本時の展開（５時間目の最初の 30分／７時間） 

（１）本時の目標 

・資料をもとに，集団の特徴や今後の変化を考えることができる。 

（２）準備物 児童用の電卓 

（３）学習の展開 

（４）板書計画（省略する） 

 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
さぐる 
30 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ：三和大学の監督のあなたは，頑張って
走った選手 20 名全員に，ごほうびとし
てスポーツ飲料を配ることにしました。
さらに，平均タイムより少しでも速かっ
た人だけ，スポーツ飲料と一緒に「あめ」
もプレゼントとして配ることにしまし
た。三和大学の選手は，半数くらいは「あ
め」がもらえると思っていましたが，結
果を見て不満を抱きました。どうして選
手たちは不満をいだいたのでしょう。各
選手のタイムを見て，平均という言葉を
使って説明してください。 
 

☆平均の値を出す際に計算を間違うこ
とが考えられる。平均の数値を処理す
る前の平均の値は，ほとんどの児童が
平均の値を求めたところで確認する。 

 

数学的な考え方 

かんがえ力 

評価基準は「６

指導と評価の計

画」にある「パ

フォーマンスの

評価基準」の通

り 

関心・意欲・態度 
するどい目 
A：集団の特徴を
表す値として
平均を用いる
よ さ に 気 付
き，統計的に
考え，説明し
ようとしてい
る。（ノート） 

B：集団の特徴を
表す値として
平均を用いる
よ さ に 気 付
き，統計的に
考えようとし
ている。（ノー
ト） 

 



７ 本時の展開（５時間目の残り 15分と６時間目／７時間） 

（１）本時の目標 

・資料をもとに，集団の特徴や今後の変化を考えることができる。 

（２）準備物 1950年，1980年，2010年の人口分布図，算数新聞用紙 

（３）学習の展開 

 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
つかむ 
15 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
さぐる 
45 分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ：きみたちは，未来の算数新聞の記者で
す。君たちが大人になって働いている30
年後の人口分布はどのようになってい
るか予想してみよう。予想した人口ピラ
ミッドをかいて，そこから分かることを
もとに，未来の社会の姿を予想し，算数
新聞にまとめることに挑戦しましょう。 

Ｔ：この資料は 2010年の人口分布図です。
新聞を作るために分析の仕方を勉強し
ましょう。教科書はどんな視点で分析し
ていますか。 

Ｃ：人数が 1 番多い区間と 20 歳未満の人
口の割合です。人数が１番多い区間は男
性が 30 歳以上 39 歳以下，女性が 70 歳
以上です。20歳未満は 18％です。 

Ｃ：同じ発想なら 60 歳以上の割合を調べ
ても面白そうです。定年した後の人たち
がどれくらいいるか分かるからです。 

Ｔ：それでは，新聞を作っていきましょう。 
 

 
Ｔ：それでは新聞を作っていきましょう。

◯◯さんがいいことに気づいたので
聞いてください。 

Ｃ：割合は合わせて 100%にしないといけな
いな。 

 

・算数新聞の様式を作っておき，様式を
用いて何をどこに書くか説明する。 

・2010年の人口分布図をもとに分析の仕
方を学ばせる。 

・分析の視点を学ばせた後 1950 年，1980
年の分布図を配布し，30年毎の記録に
なっていることを確認し，2010年から
30 年後を予測することを知らせる。 

・算数新聞の紙面の構成は，B5 用紙に
2040年の人口分布図，その見出しと分
析，評論文，その人口分布に見合った
商品の広告欄で構成している。 

・【作品の条件】 
人口分布図は，30年毎の変化から将来
を予想すること，分析には教科書で確
認した視点を参考にしながら様々な
視点を活用して自分のかいた人口分
布図の分析をすること，評論文は分析
した人口分布図をもとに起こりうる
問題やよさについて国語科「『鳥獣戯
画』を読む」の学習で学んだ文体を活
用して述べることという条件を提示
している。早く出来た児童には広告欄
にも取り組ませる。広告欄は人口分布
を根拠に売れそうな商品を考えるよ
うに促す。 

・新聞を作る段階になって，人口分布図
の割合は合わせて 100％でないといけ
ないことに気づく児童があらわれる
ので全体のものにする。その際，小数
点以下までの精緻な予測は本質から
外れるのでさせない。なお，総人口の
予想は難しいので 2040 年の人口分布
図ではカットしている。 

・早く出来た児童の作品は黒板に貼って
いく。 

☆かけなくて悩んでいる児童には前に
貼ってある完成作品を参考にしても
よいと伝える。しかし，1回につき 10
秒しか見る時間を与えず，そっくりそ
のまま使わせないようにする。 

・できた作品のうち，上記の【作品の条
件】を観点によいものを帰りの会など
で紹介する。 

・できた作品は全て掲示をする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
数学的な考え方 
かんがえ力 
A：資料をもと
に，集団の特
徴や今後の変
化を考えるこ
とができてお
り，妥当性が
高い。 

B: 資 料 を も と
に，集団の特
徴や今後の変
化を考えるこ
とができてい
る。（算数新
聞） 

 

2040年の算数新聞を作ろう。 



（４）板書計画 

 

算数新聞 

  

駅伝チームの実力を分析しよう！（資料の調べ方） 

課題 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

☆分析する視点 

◯いちばん多い区間 

◯20歳未満，60歳以上など 

 

 

 

 

 

 

2040年の算数新聞を作ろう！ 30年ごとのデータ 

人口分布図の分析をこ

こに書きます。 

評論文をここ

に書きます。 



７ 本時の展開（７時間目／７時間） 

（１）本時の目標 

・集団の特徴を表す値として平均を用いるよさに気付き，身の回りにある事柄について統計的に考えようと
する。 

・資料の平均や散らばりを調べ，数直線やグラフなどに表現することができる。 
・集団の特徴を表す値として平均を用いることができる。 
・度数分布を表す表やグラフをかいたり読み取ったりすることができる。 
・資料の平均について理解している。 
・平均が同じでも，資料の散らばりによって資料の特徴が異なる場合があることを理解している。 
・度数分布を表す表やグラフは，資料全体の分布の様子や特徴を分かりやすくするために用いることを理解

している。 
（２）準備物  

（３）学習の展開 

（４）板書計画（省略する） 

学習
活動 

主な発問と児童の反応予想 
指導上の留意点 
☆児童への支援 

評価基準 
（評価方法） 

１ 
さぐる 
30 分 
 
 
 
２ 
見直す 
15 分 
 
 
 
 
 
 

Ｔ：今までの学習をテストで確
かめましょう。 

 
 
 
 
Ｔ：これまでの学びを振り返り
ましょう。 

Ｃ：平均の計算を間違ってしま
っていたので，計算ミスに気
をつけたいです。 

 

◯テストに取り組ま
せる。 

◯終わった児童から
提出させ随時丸つ
けを行い，全員が
終わったところで
返し直しをさせ
る。 

◯間違いの多かった
問題について解説
する。 

◯結果を自己評価さ
せるとともに，間
違った問題を解き
直させたり，自分
の課題を克服する
ための計画を立て
させたりする。 

数学的な考え方 
かんがえ力 
・集団の特徴を表す値として平均を用いるよさ

に気付き，身の回りにある事柄について統計
的に考えようとしている。(テスト) 

技能 
・資料の平均や散らばりを調べ，数直線やグラ

フなどに表現することができる。(テスト) 
・集団の特徴を表す値として平均を用いること

ができる。(テスト) 
・度数分布を表す表やグラフをかいたり読み取

ったりすることができる。(テスト) 
知識・理解 
・資料の平均について理解している。(テスト) 
・平均が同じでも，資料の散らばりによって資

料の特徴が異なる場合があることを理解し
ている。(テスト) 

・度数分布を表す表やグラフは，資料全体の分
布の様子や特徴を分かりやすくするために
用いることを理解している。(テスト) 


